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1999 年から 2003 年までに RFA または TACE が行われた症例の中で，単発病変の場合
は腫瘍径が 5cm 以下，多発病変の場合は腫瘍径が 3cm 以下，個数が 3個以内を満たす
ものを対象とした（RFA 症例：105 患者 109 病変、TACE 症例：133 患者 173 病変）。治
療後は、造影 dynamic CT もしくは MRI で定期的に経過観察し、特に局所再発の有









結   果 
1 年累積局所再発率は、RFA 治療群で 23.6%、TACE 群で 33.0%であり、局所再発率は、




おいては、RFA 群の方が TACE 群よりも有意に局所再発率が低かった(P<0.001)。他の
3群においては、局所再発に関して２つの治療法で有意差は見られなかった。  
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TACE と RFA のどちらの治療法を第一選択としてもよいと考えられた。 
 
 
